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１．概要（Summary）

160 デニール 32 フィラメント PET 系の布サンプル上に

親水性を付与できるかを、酸素プラズマ処理にて実験し

た。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

  CCP-RIE 装置

【実験方法】

布サンプル：160 デニール 32 フィラメント PET 系

1． サンプルを約 10 ㎜角に３枚カット。

2． 3 インチ基板３枚中央へカットしたサンプルをそれ

ぞれカプトンテープで二か所貼付け。

3． エッチング装置 CCP-RIE 装置 にて O2 クリーニ

ング実施。CCP-RIE 装置の条件は Table 1 に示

す。

4． プラズマ処理を実施（１分・３分・５分）。

5． 各サンプルは処理後すぐにリークして取出。

Table 1 Condition of CCP-RIE.
項目 設定値 実測値 備考

到達圧力（Pa） 5E-03 5E-03
O2 ガ ス 流 量

（sccm）

10 9

圧力（Pa） 5.0 4.7~5.0
RF パワー（W） 50 49

反射波：0
時間（min） 1

3
5

－

サンプル 1：1 分

サンプル 2：3 分

サンプル 3：5 分

３．結果と考察（Results and Discussion）

プラズマによる表面処理を行い、布の親水性の向上を

試みた。水滴の接触角度を尺度にして、プラズマ処理前

の布サンプルとプラズマ処理した後の布サンプルの親水

性について評価した。水滴接触の角度は、プラズマ処理

を行うことで接 触 角 度 が 7.6 度 減 り、親 水 性 の改 善

が見 られた。
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